
②稲荷川緑の砂防ゾーン（稲荷川第２～稲荷川第３床固、稲荷川河川緑地）

③大谷川上流床固群（荒沢第２～第３床固、大日堂跡、ｳｫｰｷﾝｸﾞﾄﾚｲﾙ）

④大谷川中流床固群（大谷川第７～所野床固、大谷川河川緑地）

⑤大谷川中流床固群（瀬尾第４～第10床固、親水施設）

⑥大谷川中・下流床固群（今市上流第１～今市下流第３床固、大谷川ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ）

⑦大谷川下流床固群（針貝第１～第３床固、大谷川河川緑地）

日光砂防事務所では、日光市及び日光砂防ボランティア協会と連携し、毎年GW前及び夏休み前に一

般利用の多い管内砂防施設と近接した公園・遊歩道等の安全点検を実施しており、令和６年７月８日に

夏休み前の安全利用点検を実施しました。
河川では安全に留意し、自然を楽しみましょう。

②

③
④ ⑥

⑦

⑤

旧

旧

旧

旧



【別紙様式－２】

河川における安全利用点検に関する点検結果一覧表

整備局名 事務所名 １／２

左 右 岸 区 域 番 号

利根川 稲荷川 右岸 日光市 ② 稲 荷 川 第 ２ 床 固 ・危険注意喚起看板の設置及び破損 7月8日 目 視
～ ・護岸天端損傷部及び高所からの転落

稲 荷 川 第 ３ 床 固 ・陥没等損傷状況

・流れが速く深い淵への落ち込み
（稲荷川緑の砂防ｿﾞｰﾝ、 ・親水護岸へのアクセス道路の損傷

稲 荷 川 河 川 緑 地 ） ・その他想定される危険性

大谷川 左岸 日光市 ③ 荒 沢 第 ２ 床 固 ・危険注意喚起看板の設置及び破損 7月8日 目 視 異常無し

～ ・護岸天端損傷部及び高所からの転落
荒 沢 第 ３ 床 固 ・陥没等損傷状況

・流れが速く深い淵への落ち込み
(大日堂跡、 ・親水護岸へのアクセス道路の損傷
              ｳｫｰｷﾝｸﾞﾄﾚｲﾙ) ・その他想定される危険性

右岸 日光市 ④ 大 谷 川 第 ７ 床 固 ・危険注意喚起看板の設置及び破損 7月8日 目 視
～ ・護岸天端損傷部及び高所からの転落

所 野 床 固 ・陥没等損傷状況

・流れが速く深い淵への落ち込み
（ 大 谷 川 河 川 緑 地 ） ・親水護岸へのアクセス道路の損傷

・その他想定される危険性

右岸 日光市 ⑤ 瀬 尾 第 ４ 床 固 ・危険注意喚起看板の設置及び破損 7月8日 目 視 異常無し

～ ・護岸天端損傷部及び高所からの転落
瀬 尾 第 １ ０ 床 固 ・陥没等損傷状況

・流れが速く深い淵への落ち込み

・親水護岸へのアクセス道路の損傷

・その他想定される危険性

（親水施設、日光だいや
川公園隣接）

関東地方整備局 日 光 砂 防 事 務 所

点検手法 点検結果
対 策
の 要

否
水系名 河川名

対 象 区 域
点検対象施設名 点 検 項 目

点検実施
期 間

実 施 予 定 の 応 急 措 置

GW第13床固～所野床固の右岸水
路のロープ柵の支柱がぐらつく等9
カ所損傷し応急で注意喚起テープ
設置した箇所は今回草が生えすぎ
て確認出来ず

10床固下流の階段護岸で石張り
階段の石2箇所が抜けていた。

7床固上流の配水管の穴が開口部
となっている。

日光行政センターより8月に除草を
行った後に支柱の点検を行い支障あり
の箇所は補修する方針。

要

整備工事で成形する。

整備工事でグレーチングなどで対応

要

要

階段の上から１段目上流側目地１
箇所が一部剥がれていた

否 緊急性が少ないため今後確認



【別紙様式－２】

河川における安全利用点検に関する点検結果一覧表

整備局名 事務所名 ２／２

左 右 岸 区 域 番 号

利根川 大谷川 左右岸 日光市 ⑥ 今 市 上 流 第 １ 床 固 ・危険注意喚起看板の設置及び破損 7月8日 目 視
～ ・護岸天端損傷部及び高所からの転落

今 市 下 流 第 ３ 床 固 ・陥没等損傷状況

・流れが速く深い淵への落ち込み
（大谷川ｸﾞﾘｰﾝﾊ ﾟｰｸ） ・親水護岸へのアクセス道路の損傷

・その他想定される危険性

左岸 日光市 ⑦ 針 貝 第 １ 床 固 ・危険注意喚起看板の設置及び破損 7月8日 目 視 異常無し

～ ・護岸天端損傷部及び高所からの転落
針 貝 第 ３ 床 固 ・陥没等損傷状況

・流れが速く深い淵への落ち込み
（ 大 谷 川 河 川 緑 地 ） ・親水護岸へのアクセス道路の損傷

・その他想定される危険性

要今市下流第１床固天端に草が覆っ
ており床固と下流護岸の境がわか
りにくい。

日光市へ報告

柵自体の損傷は無く緊急性は低い

整備工事で除草予定

要

否

否

要

否

今市上流第３床固直下に建設省
名義の注意喚起看板が存置。

安全上緊急性が低く、今後整備工事で
撤去

今市上流第４床固上流の親水公
園から堤防側に流入する箇所の
川底から柵下端まで約40cmのあ
きあり。

注意テープを巻く。なお、日光砂防・日
光市ともに自分たちの設置ではない。

今市上流第４床固上流堤内地側
水路の転落防止柵の破損が著し
い

関東地方整備局 日 光 砂 防 事 務 所

点検手法 点検結果

今市下流第１床固、第２床固天端
の木柵、地面から柵下端まで約
45cmある。

水系名 河川名
対 象 区 域

点検対象施設名 点 検 項 目
点検実施

期 間

大谷橋上流10mほどに深さ25cm
ほどの陥没

グリーンパーク内のため日光市で土砂
補修予定

対 策
の 要

否
実 施 予 定 の 応 急 措 置



点検状況
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